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伏
見
町
に
は
未
だ
水
道
の
設
備
が
な
い
の
で
、
家
庭
用
拉
に
工
場
用
の
水
は
絲
て
之
か
井
戸
に
需
め
な
け
れ
ば
な
ら
ね
、
従
つ
て
井
戸
水
の
良
否
さ
其
湧
出
祉
の
如
何
さ
は
、
直
接
に
町
民
の

喉
頸
な
抑
へ
て
居
る
重
要
問
題
で
あ
ろ
。
然
ろ
に
、
先
年
奈
良
線
の
鐵
道
敷
設
に
常
り
、
東
方
の
山
際
が
一
部
掘
墜
せ
ら
れ
た
為
め
、
同
町
の
東
南
部
特
に
桃
山
御
陸
逍
附
近
の
井
戸
水
は
頓

に
減
却
し
↑
。
叉
東
方
の
斜
面
地
に
於
け
ろ
新
築
家
屋
の
増
加
も
近
年
特
に
著
し
く
な
っ

t‘
是
等
の
原
因
に
よ
り
次
第
に
在
来
の
井
戸
は
涸
渇
に
瀕
し
冬
期
洒
造
川
水
が
盛
に
汲
み
上
げ
ら

ろ
ふ
期
節
に
な
れ
ば
、
一
般
民
家
の
井
戸
は
干
上
つ
て
了
ふ
も
の
し
相
常
多
敷
に
上
ろ
始
末
で
、
前
途
誠
に
棄
観
な
許
さ
な
い
事
態
に
立
到
つ
て
居
ろ
。

此
時
に
営
り
、
又
々
町
民
に
不
安
な
感
せ
し
む
ろ
一
問
瞑
が
起
つ

t
。
そ
れ
は
、
昭
和
―
―
一
年
の
春
、
奈
良
電
氣
鐵
道
が
同
町
の
東
方
を
通
過
す
ろ
こ
さ
に
た
り
、
大
手
町
御
陸
道
な
直
角
に
横

断
す
ろ
地
下
密
道
が
設
計
さ
れ
た
こ
ご
で
あ
ろ
。
此
結
果
、
井
戸
水
に
封
し
て
最
も
大
な
ろ
危
憫
な
感
じ

t
の
は
主
ご
し
て
町
の
東
南
部
云
軍
の
民
家
で
あ
ろ
が
、
此
方
面
に
は
酒
造
用
水
な

供
給
す
ろ
井
戸
が
多
い
為
め
に
殆
ん
ど
全
町
の
酒
造
業
者
が
齊
し
く
不
安
な
感
す
ろ
こ
マ
J

に
な
っ

t°

苦
名
は
今
春
来
伏
見
税
務
署
拉
に
伏
見
酒
造
組
合
其
他
の
援
助
な
得
て
、
同
町
に
於
け
ろ
一
般
地
下
水
の
性
買
、
配
給
状
態
拉
に
酒
造
用
水
の
成
分
等
に
関
し
て
或
種
の
調
査
な
途
げ
、
且
前

記
の
豫
定
地
下
墜
道
が
井
戸
水
の
醐
給
に
及
ほ
す
影
密
に
就
い
て
或
種
の
測
定
な
行
ふ
機
會
な
得
T
の
で
木
紙
に
其
梗
概
な
報
告
す
ろ
こ
さ
:
し

t
。
益
し
各
地
に
於
て
之
に
似
寄
つ

t
問
題

は
屈
々
起
り
勝
ち
の
こ
マ
J

で
け
ろ
か
ら
、
其
調
賓
に
常
ら
る
、
人
々
の
参
考
に
音
す
ろ
こ
共
に
、
方
法
の
賞
否
或
は
傾
不
傾
等
に
つ
い
て
讀
れ
の
損
｝
昨
な
仰
ぎ
度
い
が
為
め
で
あ
ろ
。

層

伏
見
の
東
半
部
か
ら
東
に
開
け
て
居
る
斜
面
地
で
は
、
通
常
四
五
尺
以
内
の
限
さ
の
表
士
を
除
き
去
れ
ば
洪
栢
紀
の
砂
利
屑
が
現
れ
る
。
此
層
の

厚
さ
と
、
砂
礫
の
精
粗
と
は
勿
論
所
に
よ
り
一
定
で
は
な
い
が
、
京
町
筋
の
東
方
、
大
手
筋
の
北
方
で
は
大
約
十
尺
か
ら
十
五
六
尺
の
間
を
泊
長
す

る
0

説
明
を
簡
便
に
す
る
為
め
今
後
此
屑
を
第
一
砂
礫
層
と
名
づ
け
や
う
。

第
一
砂
礫
層
の
下
部
は
屈
々
細
砂
或
は
粘
士
の
浙
屑
を
央
ん
で
居
る
が
、
比
較
的
完
全
な
不
透
水
性
の
地
層
は
其
下
位
に
重
な
る
赤
色
粘
士
の
屑

で
、
其
下
に
は
厚
い
青
色
粘
士
の
層
か
あ
り
、
其
下
に
は
再
び
赤
色
粘
士
の
屑
が
来
る
。
此
等
の
粘
士
は
其
質
極
め
て
緻
密
粘
桐
で
あ
っ
て
、
其
厚

さ
は
約
八
尺
か
ら
十
七
尺
位
に
も
逹
す
る
か
ら
頗
る
完
全
な
不
透
層
を
形
成
し
て
居
る
。
以
下
此
不
透
層
を
第
一
粘
士
層
と
命
名
す
る
。
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伏
見
町
の
地
下
水
に
就
い
て

第
一
粘
士
層
の
下
部
に
は
第
二
の
砂
礫
の
屑
が
あ
る
。
其
厚
さ
は
京
町
筋
の
東
、
森
橋
通
と
大
手
筋
と
の
中
間
の
電
氣
鐵
道
豫
定
地
附
近
に
於
て

試
錐
に
よ
り
て
確
め
た
所
に
よ
れ
ば
十
五
尺
あ
り
、
其
下
部
に
は
第
二
の
粘
士
層
が
重
な
る
、
此
粘
士
層
も
亦
第
一
粘
士
層
と
同
じ
く
、
赤
色
粘
土

を
被
っ
た
厚
い
青
色
粘
士
の
層
で
、
矢
張
り
完
全
な
不
透
層
を
形
成
し
て
居
る
。

大
手
筋
よ
り
南
は
士
地
が
次
第
に
低
く
な
り
、
之
と
共
に
第
一
砂
礫
層
は
次
第
に
其
厚
さ
を
減
じ
、
讃
岐
町
と
大
手
筋
と
の
中
間
で
は
僅
々
四
五

尺
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
。
し
か
も
其
上
部
か
ら
二
尺
許
り
は
表
士
を
灰
雑
し
て
居
る
か
ら
合
水
層
と
し
て
は
比
較
的
貧
弱
な
も
の
に
な
る
。

第
一
闘
は
、
奈
良
電
鐵
會
祉
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
試
錐
の
結
果
を
示
し
た
も
の
で
、
試
錐
を
卸
し
た
場
所
は
、
讃
肢
町
か
ら
森
橋
通
に
至
る
間
の
軌

道
豫
定
線
上
の
五
ヶ
所
で
、
第
六
圃
に

N
o
.
I
乃
至

No.
5

の
符
琥
を
附
し
て
其
位
骰
を
示
し
た
。

各
試
錐
に
つ
き
、
地
表
の
高
距
、
第
一
粘
士
層
の
深
さ
、
拉
に
地
下
隧
逍
の
深
さ
等
を
表
示
す
れ
ば
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
、
此
表
の
高
距
は
海

面
よ
り
測
つ
た
も
の
で
、
長
さ
は
総
て
尺
を
箪
位
と
し
て
あ
る
。
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八
五
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九
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No.1
を
起
鮎
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し
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試
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姑
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水
平
距
離
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四
四

ニ
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六
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九
ニ
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O

二
0
•五

三
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O

三
四
•
O

―
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―
-
•
五

此
等
の
敷
字
に
基
き
軌
道
の
豫
定
線
に
沿
ふ
垂
直
晰
面
闘
を
作
る
と
き
は
第
二
闘
を
得
る
。
同
闘
の
A
B
は
帥
も
豫
定
の
軌
道
工
事
の
下
底
を
表
は

す
線
で
あ
る
°
此
圏
を
見
る
に
層
理
は
略
ほ
水
平
に
近
い
、
而
し
て
断
面
の
方
向
は
甚
だ
南
北
に
近
い
か
ら
、
従
っ
て
地
層
の
此
部
の
走
向
は
略
ぽ

南
北
に
近
い
こ
と
が
判
る
。
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次
に
東
西
晰
面
を
知
る
目
的
を
以
て
、
前
記
第
一

1

一
琥
及
第
四
琥
雨
貼
の
中
間
か
ら
西
方
に
向
ふ
一
線
上
に
四
本
の
試
錐
を
卸
し
た
0

此
等
試
錐
の
位

置
は
第
六
闘
に
示
し
東
よ
り
西
に
至
る
順
序
に

N
o
.
6

乃
至
N
o
•
9
の
記
琥
を
附
し
た
0

試
錐
の
成
績
は
第
一1一
闘
に
之
を
示
し
た
。

前
例
の
如
く
各
試
錐
に
就
い
て
地
表
の
高
距
、
粘
士
層
の
深
さ
等
の
測
定
敷
を
表
示
す
れ
ば
第
二
表
の
通
り
に
な
る
。
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第
二
表
の
敷
字
に
基
き
て
東
西
晰
面
闘
を
作
れ
ば
第
四
闘
を
得
る
。
此
圏
に
就
い
て
見
る
に
、
第
一
粘
士
層
は
地
表
の
向
配
よ
り
も
寧
ろ
大
き
な
向
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第三圃東西の方向に滑ひて卸されし試錐の結果
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配
を
以
て
西
方
に
沈
下
す
る
こ
と
が
判
る
、
俯
て
甚
だ
深
い
堀
抜
井
戸
を
除
け
ば
、
町
内
の
井
戸
の
大
多
敷
は
第
一
粘
土
層
の
上
に
瀦
溜
す
る
水
を

供
給
し
つ
ヽ
あ
る
こ
と
に
な
る
。

肉
此
の
胴
係
を
明
確
に
把
捉
せ
ん
が
総
め
に
、
町
の
東
南
部
二
個
所
に
「
西
尾
式
」
試
錐
が
試
み
ら
れ
た
。
其
一
は
京
町
と
大
手
筋
と
の
交
叉
貼
附

近
に
、
他
心
新
町
四
丁
目
に
卸
さ
れ
た
0

此
等
は
夫
々

J.Vo.
1
5

及
び

Zo. 1
6

試
錐
と
し
て
闘
上
に
其
位
骰
を
示
し
た
。
第
五
闘
は
帥
ち
此
等
試

錐
の
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
、
第
十
五
琥
試
錐
で
は
地
表
か
ら
一
三
、
四
尺
乃
至
二
四
、
七
尺
の
間
が
第
一
粘
土
層
に
営
り
、
第
十
六
琥
試
錐

で
は
二
六
、
五
尺
で
第
一
粘
土
層
の
上
表
に
逹
し
て
居
る
0

此
は
第
一
粘
士
層
に
営
つ
た
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た
為
め
此
所
で
掘
進
を
中
止
し
た
も

の
で
あ
る
。

此
等
の
結
果
か
ら
見
る
も
第
一
粘
士
層
が
西
方
に
沈
下
し
て
居
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
事
賓
で
あ
る
。
醜
つ
て
第
二
闘
を
見
る
に
、
地
下
隧
道

を
設
け
ん
が
為
め
に
は
、
少
く
と
も
試
錐
第
一

1

一
琥
以
南
の
第
一
粘
土
屑
を
切
晰
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
°
然
る
と
き
は
其
部
の
第
一
砂
礫
層
を
滸

達
し
つ
：
あ
る
地
下
水
は
悉
く
第
二
砂
礫
層
の
中
に
落
つ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
、
瑕
り
に
今
之
を
防
止
せ
ん
が
為
め
に
極
め
て
困
難
な
る
設
備
を
施

伏
見
町
の
地
下
水
に
就
い
て

1

l
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す
と
す
る
も
、
到
底
其
効
果
は
保
し
難
か
ら
う
。

二

、

地

下

伏

流

伏
見
町
の
西
半
部
は
平
地
で
あ
っ
て
、
疏
水
が
其
中
を
貰
い
て
居
る
、
＂
て
此
方

面
の
井
戸
水
は
疏
水
に
涵
は
る
、
こ
と
の
大
な
る
べ
き
は
説
明
す
る
迄
も
な
い
0

然

る
に
東
半
部
は
斜
面
地
に
な
る
か
ら
疏
水
の
涌
養
を
受
け
難
く
な
り
、
唯
斜
面
地
へ

落
つ
る
天
水
の
地
下
に
諧
入
し
た
も
の
丈
け
が
井
戸
水
と
な
っ
て
現
は
れ
る
べ
き
は

明
ら
か
で
あ
る
°
而
し
て
、
此
地
下
水
の
潜
流
は
、
荀
く
も
第
一
砂
礫
層
の
登
逹
し

て
存
す
る
所
な
ら
ば
到
虞
に
於
て
起
る
べ
き
筈
で
あ
っ
て
、
地
層
の
自
然
の
傾
斜
に

沿
ふ
て
流
れ
る
も
の
と
せ
ば
大
慨
に
於
て
東
か
ら
西
に
向
つ
て
流
下
し
つ
、
あ
る
筈

で
あ
る
°
併
し
な
が
ら
、
第
一
砂
礫
層
は
第
一
云
闘
に
於
て
見
ら
る
ヽ
如
く
、
所
に
よ

つ
て
は
白
粘
士
の
薄
層
を
灰
む
所
が
あ
る
、
又
砂
礫
の
精
粗
の
度
合
に
も
所
に
よ
り

多
少
相
違
が
あ
り
、
地
層
の
走
向
及
び
傾
斜
と
て
も
到
慮
一
様
な
る
べ
き
こ
と
は
期
待
し
得
ら
れ
ぬ
0

俯
て
比
較
的
地
下
水
の
流
通
の
激
し
い
場
所

と
然
ら
ざ
る
場
所
と
が
あ
る
こ
と
は
想
像
し
得
ら
る
、
。

比
較
的
水
の
流
通
の
激
し
き
場
所
帥
ち
所
謂
伏
流
の
流
路
に
相
常
す
る
所
に
あ
る
井
戸
の
水
は
、
其
然
ら
ざ
る
所
の
も
の
に
比
し
種
々
の
溶
解
質

物
の
浪
度
は
小
で
、
冬
期
水
の
温
度
は
低
く
、
水
素
イ
オ
ン
浪
度
の
高
い
こ
と
は
著
者
が
音
て
西
宮
市
の
地
下
水
に
就
い
て
経
験
し
た
所
で
あ
る
。

蓋
し
斯
の
如
き
士
地
は
、
稀
薄
な
雨
水
に
よ
っ
て
絶
え
す
洗
絲
せ
ら
れ
る
機
會
が
比
較
的
多
い
か
ら
で
あ
る
0

此
理
に
よ
り
、
多
敷
の
井
戸
水
に
つ

き
温
度
拉
に
種
々
の
組
成
分
の
浪
度
セ
一
骨
に
測
定
す
る
と
き
は
、
之
に
よ
っ
て
作
製
し
た
等
浪
度
曲
線
闘
は
、
地
下
伏
流
の
位
置
を
或
程
度
に
賠

示
す
る
も
の
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
著
者
は
最
簡
箪
な
分
析
操
作
に
よ
っ
て
短
時

H
の
間
に
可
及
的
多
敷
の
井
戸
水
に
つ
き
浪
度
を
卜
す
る
に
足
る

べ
き
敷
字
を
得
ん
が
為
め
に
、
(
-
)
全
ァ
JV

カ
リ
度
、
（
二
）
石
鹸
硬
度
、
（
三
）
遊
離
炭
酸
分
、
（
四
）
圏
素
分
及
び
、
（
五
）
水
素
イ
オ
ン
浪
度
の
五
種

の
測
定
を
企
て
た
0

此
等
の
測
定
操
作
は
本
誌
第
五
巻
第
十
二
琥
に
掲
載
し
た
通
り
で
あ
る
か
ら
荘
に
は
之
を
再
説
し
な
い
。

試
料
の
採
酌
に
常
つ
て
は
、
井
戸
の
下
底
が
第
一
粘
土
層
以
下
に
逹
し
な
い
井
戸
の
み
を
選
び
、
特
殊
の
汲
取
装
骰
を
用
ひ
て
、
最
下
底
の
水
の

第五圃 西尾式試錐の結果

No. 15 No. 16 

た

払 1確

令，和土

い糾

北和土

”；；賓和土史ヽ ／

表土

粕土女1)i択

~ 

粘ダ＇）乃

砂,.,.,~むか

伏
見
町
の
地
下
水
に
就
い
て

一
四
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伏
見
町
に
於
け
る
井
戸
誼
に
井
戸
水
に
闊
す
る
調
査
結
果

闘
は
第
六
厠
乃
至
第
十
闘
に
掲
げ
た
。

み
を
汲
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
町
の
東
側
の
斜
面
地
で
は
大
手
筋
以
南
に
は
斯
の
如
き
井
戸
は
甚
だ
稀
で
あ
っ
た
が
大
手
筋
以
北
で
は
土
地
の
高
距

が
増
す
か
ら
此
要
件
を
涵
足
す
る
井
戸
が
次
第
に
多
く
な
っ
た
。
又
斜
面
地
を
西
方
に
降
る
に
従
ひ
第
一
粘
±
層
は
次
第
に
深
く
な
る
か
ら
、
其
以

下
に
ま
で
掘
り
下
げ
た
井
戸
は
減
少
し
た
。
第
一
粘
土
層
の
深
さ
に
就
て
は
、
第
四
闘
に
示
し
た
様
な
事
情
が
南
か
ら
北
ま
で
行
渉
つ
て
存
す
る
も

の
と
の
想
像
の
下
に
推
定
を
下
し
た
の
で
あ
っ
て
、
其
貼
は
不
正
確
セ
免
れ
な
い
が
、
賓
際
に
於
て
は
井
戸
の
水
準
と
底
位
と
か
ら
し
て
直
に
判
晰

が
出
来
て
、
殆
ん
ぐ
J

疑
を
挿
む
餘
地
は
な
か
っ
た
。
測
定
に
供
用
し
た
井
戸
の
位
骰
は
線
て
第
六
闘
乃
至
第
十
一
闘
に
番
琥
を
附
し
て
其
位
置
を
示

採
酌
せ
し
試
料
水
を
長
く
貯
蔵
す
る
こ
と
は
種
々
の
姑
か
ら
見
て
不
可
な
る
こ
と
は
荘
に
論
す
る
迄
も
な
い
。
さ
れ
ざ
敷
百
の
試
料
水
を
少
し
づ

ヽ
採
酌
し
来
り
て
前
記
の
分
析
を
施
行
せ
ん
が
為
に
は
少
敷
の
分
析
者
で
は
多
大
の

H
子
を
要
し
、
そ
の
間
に
は
天
候
の
愛
動
な
ざ
に
際
會
す
る
患

が
あ
る
。
俯
て
少
敷
の

H
子
の
間
に
此
作
業
を
逹
成
し
得
べ
き
唯
一
の
手
段
は
多
数
の
分
析
者
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た

J

之
と
同
様
に
、
水
準
及
水

温
の
測
定
に
つ
い
て
も
、
多
敷
の
野
外
操
業
者
が
夫
々
受
持
駈
域
を
定
め
て
一
氣
呵
成
に
仕
途
げ
て
了
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
0

幸
に
し
て
伏
見

税
務
署
拉
に
伏
見
洒
造
組
合
の
援
助
に
よ
り
十
五
名
の
居
外
操
業
員
と
十
名
の
屋
内
操
業
員
と
を
得
た
の
で
継
計
二

H
六
＋
の
井
戸
及
井
戸
水
に
闊

調
査
に
常
つ
て
は
個
々
の
井
戸
に
つ
き
先
づ
水
温
を
測
り
、
次
に
井
戸
の
下
底
拉
に
水
面
の
深
さ
を
測
り
、
最
後
に
分
析
試
料
を
採
酌
す
る
こ
と

、
し
た
0

水
温
の
測
定
に
は
寒
暖
計
を
引
上
ぐ
る
際
目
盛
の
讀
み
が
総
化
し
な
い
特
別
な
装
置
を
使
用
し
た
。

此
調
査
に
依
つ
て
得
た
測
定
敷
拉
に
分
析
の
結
果
は
第
三
表
に
之
を
網
め
た
、
而
し
て
此
等
の
測
定
敷
第
三
表
に
基
い
て
作
製
し
た
等
浪
度
曲
線

備
考
ク
ロ
ー
ル
及
ぴ
遊
離
炭
酸
は
何
れ
し
一
立
中
に
含
ま
る
、
量
な
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
て
表
は
す
。

全
ア
ル
カ
リ
度
は
五
十
分
一
規
定
の
堕
酸
に
よ
ろ
一
立
骨
田
の
滴
定
敷
な
表
す
。

伏
見
町
の
地
下
水
に
就
い
て

す
る
調
査
を
四
日
間
に
終
了
す
る
こ
と
を
得
た
。

し
た
。

I'  

1

五
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常
浪
度
の
現
出
等
に
よ
b
多
少
作
側
に

困
難
を
威
じ
た
場
所
も
あ
る
、
又
細
部
に
渉
つ
て
は
曲
線
の
引
き
方
も
種
々
に
考
へ
得
ら
る
、
所
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
大
憫
に
於
て
は
地
下
伏

流

の

朕

態

を

窺

ふ

に

足

る

べ

き

闘

形

を

得

て

居

る

。

．

＇

先
づ
五
種
の
浪
度
闘
の
内
水
素
イ
オ
ン
に
関
す
る
分
を
除
外
し
て
其
残
り
の
四
つ
の
闘
形
を
比
較
封
照
し
て
稽
へ
る
に
何
れ
も
殆
ん
ざ
同
一
の
場

所
に
高
濃
度
賑
域
の
存
す
る
こ
と
を
示
し
、
且
曲
線
の
鰐
曲
の
仕
方
に
至
る
ま
で
大
慨
に
於
て
相
一
致
し
て
居
る
。
即
ち
町
内
の
人
家
の
調
密
な
駈

域
に
於
て
は
一
般
に
各
種
の
混
度
は
高
く
、
之
に
反
し
て
人
家
の
少
い
東
方
斜
面
地
を
流
下
す
る
地
下
水
は
概
し
て
稀
薄
で
あ
っ
て
、
雨
水
と
相
距

る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
も
の
が
多
い
。
斯
の
稀
薄
水
は
東
方
斜
面
上
の
敷
ヶ
所
か
ら
し
て
町
内
へ
流
入
し
て
居
る
こ
と
は
低
浪
度
の
曲
線
が
高
浪
度
齢

域
の
中
へ
突
入
し
て
居
る
こ
と
に
よ
り
直
に
判
る
。
こ
の
突
入
の
方
向
は
北
方
で
は
東
よ
り
西
に
向
つ
て
居
る
所
も
あ
る
が
概
し
て
南
西
に
向
つ
て

居
る
0

之
は
恐
ら
く
は
地
層
の
走
向
の
局
部
的
綾
移
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

伏
見
町
を
北
よ
り
南
に
貰
流
す
る
疏
水
の
流
れ
は
、
是
又
町
内
の
井
戸
を
涵
養
す
る
上
に
盾
要
な
作
用
を
螢
み
つ
、
あ
る
べ
き
は
既
述
の
通
り
で

あ
る
°
賓
際
疏
水
に
近
き
位
置
に
あ
る
井
戸
で
は
其
水
準
が
全
＜
5
[水
の
水
準
と
相
伴
ふ
て
上
下
す
る
も
の
も
鮮
く
な
い
、
さ
れ
ざ
町
の
西
半
部
に
於

け
る
調
査
は
甚
だ
不
完
全
な
儘
で
作
業
を
打
切
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
っ
た
為
め
、
疏
水
の
影
響
に
闊
し
て
得
た
智
識
の
鮮
い
の
は
逍
懺
で
あ
る
。

今
四
種
の
浪
度
闘
が
告
知
す
る
伏
流
の
流
路
を
北
か
ら
南
に
至
る
順
序
に
詳
説
す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
京
町
九
丁
目
及
十
町
目
の
邊
を
西
下
し
、
雨
替
町
十
一
ふ
一
丁
目
を
過
ぎ
、
新
町
十
三
丁
目
と
同
十
四
丁
目
と
の
間
に
向
ふ
も
の
。

（
二
）
京
町
北
八
丁
目
よ
り
新
町
十
二
丁
目
に
向
ふ
も
の
。

（
三
）
京
町
七
丁
目
の
南
北
雨
端
に
一
旦
る
大
な
る
潟
入
口
を
有
し
、
新
町
に
至
り
て
二
つ
に
分
岐
し
、
一
は
同
町
十
丁
目
を
下
り
て
西
流
し
、
他
は
同

町
几
丁
目
よ
り
西
南
に
流
れ
、
竹
中
附
近
に
於
て
更
に
二
派
に
分
れ
、
其
一
は
西
方
に
向
ひ
、
他
は
南
流
し
て
伏
見
町
の
中
央
部
を
潤
は
す
も
の

1i
、
八
匹

二、翌
二、九九

-
i
、
空
七

一、四〇
一、四^

塁
(塁菩

h
西
0

写四一

10
、̂O

品、
0
五

竺
、
益

全、1-0

哭、――-0

h
i

、ô
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代
見
町
の
地
卜
水
に
就
い
て

二
七

（
四
）
京
町
五
丁

H
よ
り
入
り
而
西
に
潟
下
し
、
新
町
六
丁

H
を
純
て
備
後
に
向
つ
て
進
み
、
伏
見
町
中
央
部
の
井
戸
を
涌
養
す
る
も
の

〈
五
）
大
手
町
筋
を
西
西
南
に
下
る
も
の

（
六
）
工
兵
隊
作
業
場
の
南
方
、
練
兵
場
の
北
方
よ
り
入
り
、
京
町
一

T
H
と
二
丁
目
と
の
間
よ
り
西
々
北
に
進
み
、
鐘
木
に
於
て
疏
水
よ
り
末
る
伏

流
と
合
す
る
も
の

次
に
疏
水
よ
り
流
入
す
る
伏
流
と
し
て
は
左
の
如
き
も
の
が
考
へ
得
ら
る
、

（
七
）
南
濱
の
東
方
疏
水
の
賛
曲
部
よ
り
北
々
東
に
流
入
し
、
錐
木
に
於
て
伏
流
〈
六
）
と
合
し
て
北
進
す
る
も
の

（
八
）
市
屯
大
手
町
停
留
場
附
近
一
帯
の
地
よ
り
起
り
、
東
流
し
て
平
野
に
向
ひ
前
記
〔
七
）
及
び
（
五
）
と
伯
苔
の
東
に
て
會
す
る
、
こ
の
ご
分
派
は
東

南
に
向
ひ
南
濱
方
面
に
出
る
。

次
に
水
索
イ
オ
ン
混
度
闘
は

FH
の
債
の
曲
線
と
し
て
作
岡
し
た
の
で
あ
る
が
、
東
方
斜
面
地
の
稀
薄
水
で
は
一
般
に
浪
度
が
大
で
あ
る
か
ら
営
然

小
さ
い

PH債
を
示
し
、
町
内
の
繁
栴
な
場
所
で
は
之
に
反
し
て
居
る
、

171
て
小
な
る
和
債
曲
線
は
、
共
大
な
る
悩
域
に
向
つ
て
所
々
か
ら
凸
入
し
て

居
る
闘
形
が
得
ら
れ
た
澤
で
、
其
闘
の
示
す
伏
流
の
位
骰
も
大
骰
に
於
ご
他
の
設
度
闘
の
告
知
す
る
所
と
一
致
す
る
、
唯
大
手
町
筋
よ
り
森
橋
通
に

至
る
東
方
斜
面
地
で
は
各
所
に
異
常
な
測
定
数
が
現
は
れ
た
の
で
仙
線
に
網
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

水
中
に
溶
解
し
て
存
す
る
無
機
物
質
の
大
部
分
は
市
炭
酸
石
灰
（
及
苦
士
）
で
あ
る
こ
と
は
別
項
記
載
の
完
全
分
析
の
結
果
か
ら
見
る
も
朋
瞭
で

あ
る
。
従
っ
て
其
の
設
度
が
大
な
れ
ば
大
な
る
程
水
素
イ
オ
ン
の
涙
度
は
低
落
す
べ
き
こ
と
は
理
論
的
に
考
へ
て
百
平
も
不
合
理
は
な
い
。

次
は
水
温
の
問
題
で
あ
る
が
、
何
分
井
戸
の
深
さ
が
一
般
に
小
さ
い
為
め
外
氣
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
、
相
接
近
し
た
井
戸
に
就
い
て
測

つ
て
見
る
も
届
内
の
井
戸
と
戸
外
の
も
の
と
で
は
可
な
り
の
相
述
を
示
す
場
合
も
あ
っ
た
、
従
っ
て
此
測
定
を
基
礎
と
し
て
作
製
し
た
等
温
曲
線
闘

（
第
十
一
闘
）
も
餘
り
に
細
部
に
渉
つ
て
は
信
を
措
き
難
い
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ざ
大
憫
に
於
て
は
涙
度
闘
が
数
へ
た
通
り
に
伏
流
の
流
路
を
物
語
っ

て
居
る
。
即
ち
人
家
の
刺
密
な
場
所
で
は
一
般
に
井
戸
水
の
温
度
は
高
く
、
之
に
反
し
て
人
家
の
少
い
郊
外
賑
域
で
は
水
は
冷
た
い
0

俯
て
低
温
度

の
曲
線
が
所
々
か
ら
高
温
度
話
域
に
凸
入
す
る
所
が
即
ち
伏
流
の
通
路
に
相
営
す
べ
き
で
あ
る
。

温
度
闘
に
就
い
て
肉
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
疏
水
の
冷
却
作
用
が
甚
大
な
る
こ
と
を
物
語
る
貼
で
あ
る
°
疏
水
ば
斜
面
を
下
る
山
水
と
異
り
相
営

の
浪
度
の
溶
解
物
質
を
含
有
す
る
か
ら
、
其
佼
入
の
為
め
に
涙
度
の
受
く
る
影
響
は
温
度
に
封
す
る
も
の
ほ
ぐ
」
著
し
く
な
い
、
故
に
義
度
闘
に
於
て

は
常
に
上
南
部
、
下
南
部
附
近
か
ら
風
呂
居
方
面
に
一
旦
る
町
の
中
央
部
に
高
設
度
岡
域
の
存
在
す
る
こ
と
を
示
せ
ざ
も
、
温
度
闘
に
於
て
は
、
此
附

近
の
高
温
度
低
域
は
上
南
部
の
北
方
の
僅
少
の
面
柏
に
局
限
せ
ら
れ
、
其
南
西
は
急
に
低
温
度
屈
域
に
移
行
す
る
、
品
に
倍
つ
て
見
れ
ば
伏
見
町
の

西
方
及
南
方
の
主
要
部
の
井
戸
水
は
甚
だ
し
く
疏
水
の
冷
却
作
用
を
受
け
る
こ
と
が
判
る
。
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伏
見
町
の
嬉
下
水
に
就
い
て

第
十
二
圏

二
つ
の
堀
抜
井
戸
の
内
、
上
流
に
位
す
る
も
の
に
は
具
鍮
電
極
を
浸
さ
す
、
軍
に
亜
鉛
筒
電
極
の
み
を
挿
入
し
て
置
い
た
、
導
線
は
線
て
之
を
附
近

の
屋
内
に
引
き
入
れ
、
其
所
で

一
、
上
流
の
亜
鉛
電
極
と
下
流
の
具
鍮
電
極
と
の
電
氣
抵
抗
、
及
び

二
、
下
流
の
井
戸
の
亜
鉛
電
極
と
具
鍮
電
極
と
の
間
の
電
氣
抵
抗

の
測
定
を
行
っ
た
°
測
定
に
雷
つ
て
は
、
分
極
作
用
を
防
ぐ
為
め
交
流
を
通
じ
、
従
っ
て
ホ
ヰ
ー
ト
ス
ト
ー
ン
橋
の
零
装
置
と
し
て
は
受
話
機
を
使

用
し
た
。

―
―
-
＝
―
―
~
~
'
ー

，
 

―
―
―
―
-
=
＝
-
＝
―
―
―
―
-
＝
＝
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

-
9
 

一五

④ 

地
下
水
の
流
速
及
ぴ
流
過
量

地
下
水
の
流
速
を
測
定
す
る
寅
験
は
、
京
町
の
東
方
地
下
隧
道
豫
定
地
の
附
近
で
施
行
し
た
、
此
地
に
於
け
る
伏
流
の
方
向
は
大
髄
に
於
て
東
東

北
か
ら
西
西
南
に
向
ふ
も
の
と
認
め
得
る
か
ら
、
其
方
向
に
十
入
尺
の
距
離
を
距
て
、
相
誼
ん
だ
二
つ
の
掘
抜
井
戸
を
作
っ
た
0

此
等
の
井
戸
の
下

底
は
第
一
粘
土
暦
に
逹
せ
し
め
畜
其
中
に
底
を
有
す
る
亜
鉛
筒
を
挿
入
し
、
底
は
粘
土
層
か
ら
五
寸
丈
け
引
上
げ
て
置
い
た
0

筒
の
壁
に
は
、
底
よ

り
二
尺
の
間
に
は
豫
め
無
薮
の
小
孔
を
穿
つ
て
置
い
て
水
の
流
通
を
容
易
な
ら
し
め
た
。
此
筒
の
上
端
に
は
導
線
を
鎌
着
し
、
そ
の
筒
を
一
の
電
極

と

な

し

得

る

様

に

し

た

。

・

他
の
電
極
は
亜
鉛
筒
の
中
に
置
か
れ
た
一
本
の
具
鍮
棒
で
、
之
を
導
線
の
端
に
鐵
着
し
、
鐵
着
部
に
は
ゴ
ム
ラ
ー
プ
を
巻
い
て
水
の
侵
入
を
防

ぎ
、
又
亜
鉛
筒
と
具
鍮
棒
と
の
接
燭
を
防
ぐ
為
め
に
敦
本
の
硝
子
棒
を
後
者
の
周
園
に
緊
縛
し
た
。
第
十
二
圏
は
郎
ち
此
装
謹
を
模
式
的
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

=l、

伏
見
町
の
地
下
水
に
就

京
都
帝
國
大
學
理
學
部
敢
授

理
學
博
士

て

（二）

松

原

厚
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此
等
の
試
験
井
戸
の
位
骰
は
第
六
闘
乃
至
第
十
闘
に
示
し
た
。

此
測
定
結
果
に
基
き
、
時
間
の
網
過
に
伴
ふ
抵
抗
の
襲
化
セ
表
は
す
岡
形
を
作
れ
ば
第
十
三
闘
乃
至
第
十
六
闘
を
得
る
。
此
等
の
闘
に
於
て
縦
の

晰
績
線
で
示
し
て
あ
る
時
刻
は
食
甕
水
注
入
の
時
を
表
は
し
て
居
る
0

闘
形
は
勿
論
降
雨
の
贔
、
住
民
の
生
活
現
象
に
起
因
す
る
浸
潤
物
質
の
多
少

等
の
原
因
に
よ

b
て
幾
分
の
影
響
を
受
く
る
こ
と
を
免
れ
な
い
が
、
前
記
四
つ
の
闘
形
は
大
謄
に
於
て
相
一
致
し
た
形
を
示
し
て
居
る
、
帥
ち
食
甕

水
を
上
流
の
井
戸
に
注
入
し
て
よ
り
約
十
八
九
時
間
に
し
て
抵
抗
は
下
り
始
め
、
一
―
-
+
―
―
一
時
間
乃
至
一
二
十
六
時
間
位
で
抵
抗
の
極
小
期
に
逹
し
、
四

十
一
乃
至
四
十
一
―
一
時
間
を
経
過
し
た
時
最
初
の
値
に
回
復
し
た
。

此
賓
瞼
に
使
っ
た
装
置
は
害
て
ス
ヅ
ヒ
ク
ー
氏
が
カ
ン
サ
ス
州
の
ア
ー
カ
ン
サ
ス
河
の
河
床
に
於
け
る
伏
流
の
迷
度
を
測
っ
た
時
に
使
用
し
た
も

の
と
同
一
の
構
想
の
も
の
で
あ
る
が
、
同
氏
は
直
流
を
用
ひ
又
線
の
繋
ぎ
方
も
測
定
の
方
法
も
在
に
記
し
た
も
の
と
は
異
っ
て
居
る
。
同
氏
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
上
流
の
井
戸
に
甕
化
ァ
ン
モ
ー
ー
ア
を
入
れ
た
後
上
流
と
下
流
と
二
電
極
間
の
抵
抗
は
次
第
に
降
下
し
、
圏
分
が
下
流
の
井
戸
に
逹
し
た

時
急
激
な
降
下
を
示
す
と
い
ふ
°
著
者
の
賓
験
に
於
て
も
第
十
三
闘
の
場
合
を
除
け
ば
、
一
般
に
最
初
の
敷
時
間
は
抵
抗
の
漸
落
を
示
し
た
。
第
十

五
闘
の
場
合
に
は
上
流
及
下
流
①
雨
電
極
間
の
抵
抗
は
遂
に
暴
落
期
に
逹
す
る
ま
で
漸
落
を
績
け
た
°
併
し
な
が
ら
其
他
の
場
合
に
於
て
は
何
れ
も

三

表

堀
抜
井
戸
番
競

第

十

賊

第

十

一

競

水
深
（
尺
）

四
、
三

二
、
一

堀
抜
井
戸
番
盤

第

十

二

盤

第

十

三

盤

水
深
五
竺

三
、
五

二
、
九

伏

見

町

の

地

下

水

に

就

い

て

二

六

測
定
の
始
に
は
先
づ
以
て
敷
回
自
然
状
態
に
於
け
る
抵
抗
を
測
り
、
然
る
後
上
流
の
井
戸
に
、
二
十
七
グ
ラ
ム
の
食
聾
を
約
二
百
立
方
糎
の
水
に

溶
か
し
た
液
セ
ゴ
ム
管
で
亜
鉗
筒
の
底
に
注
入
し
＂
其
後
約
一
時
間
措
き
に
前
記
雨
種
の
測
定
を
行
ふ
こ
と
を
織
績
し
、
抵
抗
の
菱
化
を
追
躁
す
る

こ
と
、
し
た
。

著
者
は
隧
道
豫
定
地
附
近
に
於
て
可
及
的
多
敷
の
個
所
で
此
測
定
を
行
ふ
為
め
、
森
橋
通
か
ら
大
手
町
筋
に
至
る
間
に
前
記
の
如
き
堀
抜
井
戸
四

到
を
設
け
、
是
等
の
各
々
よ
り
引
い
た
絶
縁
導
線
合
計
十
二
本
を
屋
内
の
同
一
個
所
に
引
き
入
れ
‘
昭
和
三
年
三
月
二
十
九

H
か
ら
測
定
を
開
始
し

た
°
其
前

H
帥
ち
三
月
二
十
八

H
に
前
記
の
四
個
所
で
水
深
（
地
下
水
準
而
よ
り
粘
土
層
ま
で
の
深
さ
）
を
測
っ
た
結
果
は
第
一

1

一
表
の
通
り
で
あ
っ

こ。第
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漸
落
期
に
亜
い
で
静
止
期
が
現
は
れ
て
居
る
。

惟
ふ
に
ス
ヅ
ヒ
ク
ー
氏
の
賓
験
で
は
、
最
初
の
漸
落
期
が
未
だ
終
る
か
終
ら
ぬ
間
に
、
既
に
急
落
期
が
来
る
程
二
つ
の
井
戸
が
接
近
し
て
居
た
為

め
に
同
氏
の
報
告
の
如
き
現
象
が
見
え
た
で
あ
ら
う
°
著
者
の
賓
験
の
場
合
に
は
急
落
期
の
出
現
は
闘
形
に
於
て
も
見
ら
る
ヽ
如
く
賓
に
判
然
と
し

て
居
て
紛
れ
る
患
は
な
い
か
ら
、
正
確
な
る
測
定
敷
を
得
や
う
と
す
る
な
ら
ば
、
餘
り
に
接
近
し
た
井
戸
を
用
ふ
る
こ
と
は
得
策
で
な
い
ら
し
い
、
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又
下
流
の
二
電
極
間
の
抵
抗
の
曲
線
が
一
般
に
事
情
を
正
確
に
表
は
す
ら
し
い
、
こ
の
事
は
第
十
五
闘
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

き
に
は
、
電
解
質
溶
液
が
上
流
の
井
戸
か
ら
下
流
の
井
戸
に
逹
す
る
に
要
す
る
時
間
を
何
程
に
と
る
べ
き
か
、
換
言
せ
ば
之
を
十
入
九
時
間
と
す
る

か
或
は
三
十
敷
時
間
と
す
べ
き
か
の
問
題
で
あ
る
0

本
問
題
は
其
胴
係
を
す
る
所
頗
る
廣
く
、
従
っ
て
其
解
決
は
容
易
で
な
い
ら
し
い
が
、
此
賓
験

の
後
、
著
者
の
研
究
室
に
於
て
試
み
ら
れ
た
同
種
顆
の
賓
験
か
ら
得
た
網
瞼
に
よ
れ
ば
、
抵
抗
の
極
小
期
に
於
て
水
中
に
於
け
る
獲
素
分
は
極
大
に
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郎
ち
三
四
月
の
頃
と
八
九
月
の
頃
と
が
雨
量
の
最
も
多
い
時
期
で
あ
る
か
ら
地
下
水
の
補
給
も
主
と
し
て
此
多
時
期
に
於
て
行
は
れ
る
が
判
る
。

故
に
三
月
末
に
行
っ
た
前
記
の
測
定
か
ら
得
た
敷
字
は
、
流
過
最
の
極
大
値
を
表
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

．

酒

造

用

地

下

水

の

分

析

伏
見
町
の
地
下
水
に
就
い
て

四

29.2 

40.0 

150.2 

150.8 

127.4 

117.7 

135.0 

150.3 月

150.9 

49.2 

80.1 

月

月

月

月

月

月

月

月

月

四

五

...... 
/~ 

七

J、
九

十

月—+

37.3 月二十

昭

和

年

113.5 

82.5 

月

月

昭
和
三
年

二
九

逹
す
る
の
で
あ
る
°
依
つ
て
荘
に
は
此
時
期
を
以
て
、
屯
解
質
溶
液
の
大
部
分
が
下
流
の
井
戸
に
到
着
す
る
時
期
と
見
倣
し
、
平
均
藪
の
三
四
、
七

四
時
間
を
と
つ
て
此
厖
域
の
水
流
の
速
度
を
計
算
す
る
こ
と
、
し
た
0

然
る
と
き
は
毎
時

0
、
五
一
入
尺
と
い
ふ
速
度
を
得
る
°
蓋
し
此
値
は
、
小

に
失
す
る
と
も
大
に
過
ぐ
る
患
は
な
か
ら
う
。

前
に
も
述
べ
し
如
く
、
大
手
筋
以
南
で
は
、
第
一
砂
礫
層
が
其
厚
さ
を
減
す
る
と
共
に
砂
粒
も
精
か
に
な
り
、
透
水
性
が
減
却
す
る
様
で
あ
る
か

ら
、
安
全
を
保
す
る
為
め
、
先
づ
以
つ
て
大
手
筋
以
北
に
つ
い
て
計
算
を
試
み
や
う
。
元
末
第
一
粘
士
層
を
形
成
す
る
物
質
は
水
に
會
へ
ぱ
忽
ち
泥

淳
と
な
り
、
甚
だ
し
く
工
事
の
基
礎
を
危
殆
な
ら
し
む
る
け
れ
ざ
も
、
厚
さ
五
尺
以
上
に
も
逹
す
れ
ば
其
上
に
電
車
の
軌
條
を
築
き
得
る
も
の
と
荘

に
想
定
し
、
其
厚
さ
に
逹
す
る
迄
の
部
分
は
悉
く
之
を
除
去
す
る
も
の
と
せ
ば
、
結
局
第
一
粘
士
層
を
切
b
と
る
部
分
の
幅
は
大
手
筋
以
北
で
は
一
―
―

百
七
十
尺
に
逹
す
る
、
今
之
層
の
上
を
流
れ
る
水
の
深
さ
を
第
三
表
に
現
は
れ
た
敷
字
か
ら
し
て
平
均
三
、
二
尺
と
見
積
れ
ば
、
一
日
に
該
豫
定
線

路
を
通
過
す
る
水
の
容
積
は

3
.
2
 
x
 
3
7
2
 X
 0.
5
1
8
 x
 
2
4
 

11 

2
2
8
2
.
8
5
 

1i 

6
,
4
8
2
7
 

郎
ち
一
日
常
b
二
千
二
百
八
十
二
石
と
な
る
。

・
肉
参
考
の
為
め
に
、
此
地
の
雨
最
に
つ
き
昭
和
二
年
一
月
よ
り
昭
和
三
年
二
月
ま
で
の
統
計
を
上
げ
て
見
れ
ば
第
四
表
の
通
り
で
あ
る
。

第
表
降
雨
量
の
統
計
（
箪
位
立
方
ミ
リ
•
メ
ー
ト

I
y
)
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さ
て
、
第
五
表
に
就
て
見
る
に
、
二
つ
の
試
料
水
は
殆
ん
ざ
相
似
た
る
組
成
の
も
の
で
、
何
れ
も
極
め
て
稀
薄
な
水
で
あ
る
。
五
十
分
一
規
定
の

聾
酸
を
用
ゐ
て
、
メ
チ
ー
J
Vオ
レ
ン
ヂ
を
指
示
薬
と
し
て
滴
定
し
た
「
全
ァ
J
Vカ
リ
度
」
を
滴
定
薮
(
c
.
c
.
)

で
表
す
な
ら
ば
、
試
料
I

は
九
•
九
四
、

試
料
I
Iで
は
一
0
•
四
七
で
あ
っ
て
、
石
鹸
硬
度
は
前
者
は
三
●
六
、
後
者
は
四
•
一
を
示
す
に
過
き
な
い
。
今
比
較
の
為
め
、
西
宮
産
の
酒
造
用
地

下
水
（
宮
水
）
の
分
析
結
果
を
二
三
例
示
し
て
見
れ
ば
第
六
表
の
通
b
で
あ
る
。

第

六

表成
分

試
料 ー

試
I料成 I

分

珪
至、

酸

馨

四
二
、
六

四
二
，
四

ー ー

‘癸 土

0

、一写

酸
化
鐵

一
七
、
九

一
三
、
七

き、
i

(

O

石

灰

1

1

―‘望

苦

――
1
0、五

五
九
、
六

土

1

1

0

、
七
七

加

里 五
六
、
三

四
五
、
八

^
0
、―
1
0

曹

逹

五

酸

化

燐
四
、
0

――
、―――‘七

孟、
11

――-

硫
酸
根

矢、
0
0

朧

素

遊

離
炭

酸
癸
、
七
〇

曹

逹

硫

酸

根

ク
ロ
ー
ル

遊
離
炭
醜

五
酸
化
燐

＿
四
四
、
四

一六

0
、八

八
六
、
六

九――一、八

蒸
登
歿
清

灼
熱
戚
量

珪

酸

及

不
溶
解
物

二

0
、五

一
七
、
七

酸
化
鐵
及

饗

土
一
、
六

一
、
四

三
八
‘
七

三
九
、
八

に
準
披
し
た
。
第
五
表
は
今
H
ま
で
に
登
表
し
得
る
分
析
結
果
を
繹
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
表
酒
造
用
水
の
分
析
結
果
（
数
字
は
試
料
水
一
立
中
の
含
有
量
な
ミ
ク
勿
フ
ム
で
表
は
す
）

成
分

試
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一
四
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一
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四
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雨
替
町
一
丁
目

御

堂

前

分
析
試
料
に
供
用
し
た
水
は

大
蔵
酒
造
湯
の
井
戸
水

安
田
銀
行
裏
の
井
戸
水

伏
見
町
の
地
下
水
に
就
い
て

共

編

石

灰

苦

土

加

里

と
で
、
何
れ
も
多
量
に
酒
造
用
に
供
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
0

試
料
の
採
酌
は
二
月
十
五

H
に
行
っ
た
も
の
で
、
分
析
の
方
法
は
大
謄
に
於
て

戸
[
[
口
〗
冒
〗
[
`
[
[
〗
[
[
；

1

戸0〗
〗
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一酸重
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I I 

伏
見
町
の
地
下
水
に
就
い
て

七^
、翌

七六、元

之
を
第
五
表
の
敷
字
と
比
較
し
て
見
る
に
大
謄
に
於
て
雨
地
の
地
下
水
に
は
紺
成
の
似
通
っ
た
貼
が
多
い
、
唯
西
宮
の
水
で
は
石
灰
と
苦
±
と
の

合
量
が
多
く
、
伏
見
の
水
の
約
一
倍
半
に
営
つ
て
居
る
。
咽
逹
の
合
贔
に
於
て
も
約
二
倍
に
常
つ
て
居
る
け
れ
ざ
も
加
里
の
量
に
於
て
は
大
し
て
径

庭
は
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
注
目
に
値
す
る
こ
と
は
伏
見
の
水
に
遊
離
炭
酸
の
合
贔
の
比
較
的
大
な
る
こ
と
で
、
之
は
全
く
士
中
の
有
機
物
の
分
解

よ
り
由
来
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

之
を
要
す
る
に
、
伏
見
の
水
と
西
宮
の
水
と
の
主
な
る
相
逹
貼
は
、
後
者
が
重
炭
酸
石
灰
と
食
聾
分
と
を
よ
り
多
く
合
ん
で
居
る
こ
と
に
蹄
着
す

る
。
西
宮
の
地
下
に
は
介
殻
化
石
が
豊
富
に
埋
蔵
せ
ら
れ
て
存
す
る
に
反
し
、
伏
見
で
は
唯
極
め
て
稀
に
登
見
し
得
ら
る
ヽ
程
度
の
埋
蔵
量
で
あ
る

こ
と
が
硬
度
に
差
異
を
生
せ
し
む
る
一
大
原
因
で
、
又
西
宮
の
地
下
へ
は
冬
期
か
ら
春
期
に
渉
る
減
水
期
に
盛
に
海
水
が
佼
入
す
る
に
反
し
、
伏
見

で
は
勿
論
こ
の
現
象
の
起
る
べ
き
筈
は
な
い
の
で
、
此
黙
が
食
窺
拉
に
苦
士
圏
の
合
贔
に
相
逹
を
生
ぜ
し
む
る
原
因
を
な
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
。

伏
見
の
水
の
分
析
に
営
つ
て
は
蒸
装
歿
沿
と
灼
熱
減
址
と
を
秤
贔
し
て
見
た
（
第
五
表
参
照
）
°
灼
熱
の
際
に
登
散
す
る
物
質
と
し
て
は
先
づ
第
一

に
有
機
物
と
無
水
炭
酸
と
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0

灼
熱
の
最
後
の
時
期
に
は
敷
分
間
一
千
度
乃
至
一
千
ー
百
度
位
に
温
度
を
高
め
た
か
ら
、
其

際
に
は
多
少
聾
化
ァ
JV

カ
リ
な
ざ
も
揮
登
し
て
居
ら
う
と
思
は
る
ヽ
け
れ
ざ
も
、
此
等
は
著
し
い
贔
で
は
あ

b
得
な
い
0

炭
酸
苦
土
の
解
離
温
度
は

四
百
五
十
度
以
下
で
あ

b‘

炭
酸
石
灰
も
約
九

H
二
十
度
迄
に
炭
酸
の
大
部
分
を
登
散
せ
し
む
る
、
今
第
五
表
所
載
の
石
灰
と
苦
士
と
の
量
か
ら
夫

々
之
に
相
常
す
る
炭
酸
の
絨
を
計
算
す
れ
ば
第
七
表
の
敷
字
を
得
る
。

第
七
表
石
灰
及
苦
士
と
結
合
せ
る
炭
酸
の
械
薮
字
は
一
立
中
に
含
ま
ろ
く
址
な
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
て
表
す
）

石
灰
分
に
相
嘗
す
ろ
炭
酸
苦
土
分
に
相
嘗
す
ろ
炭
酸
合
計

三
0
、

三

七

ー

五

‘

七

ー

四

六

、

0
八

I

三

一

、

ニ

―

ニ

ー

五

‘

七

ー

四

六

、

九

四

各
試
料
に
つ
き
灼
熱
減
最
か
ら
前
表
の
合
計
を
控
除
す
れ
ば
、
I

に
封
し
て
は
四
0
•
五
二
、
I
Iに
到
し
て
は
四
六
•
入
六
を
得
る
、
此
等
の
敷
字
は

郎
大
謄
に
於
て
蒸
務
残
沿
中
に
於
け
る
有
機
物
の
抵
を
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
完
）

終
に
臨
み
、
本
調
査
に
封
し
て
多
大
の
援
助
な
典
へ
ら
れ

t
上
京
税
務
署
、
伏
見
税
務
薯
，
奈
良
電
氣
鐵
道
株
式
會
祉
、
伏
見
酒
造
紺
合
、
拉
に
武
田
製
薬
所
の
方
々
に
封
し
て
深
甚
な
る

謝
意
な
表
す
ろ
次
第
で
あ
ろ
。
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1
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